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なみはらくじらパーク

荒天中止

防 災
（消防・自衛隊・警察）

●消   防 ・消防車・救急車・はしご車
●警  察 ・パトカー・白バイ
●自衛隊    ・軽装甲車

防災＆水かけまつり

主催：南房総市教育委員会
制作・問合せ：（株）オーガスト・インターナショナル
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和田浦くじらゼミが開催されました

 ＮＰＯ法人ネイチャースクールがわくわくＷＡＤＡが主催す
る「和田浦くじらゼミ」が７月２６日（土）、２７日（日）に和田コ
ミュニティセンターで開催されました。
   このくじらゼミは地域の捕鯨文化に理解を深めてもらう事
を目的に、同団体が平成２１年より始め、途中コロナ禍による
中断期間もありましたが、今年で１３回目の開催となりました。

 当日は、県内や近県より鯨や海洋生物に関心を持つ３６名
が集まり「それぞれ引き続き鯨を追う 和田浦に集う懲りな
い面々」をテーマに、専門家らによる講義に耳を傾けました。
 講義終了後は同施設で交流会が開催され、鯨カツや南蛮
漬け、刺身、鯨汁、鯨混ぜご飯など様々な鯨料理が振舞われ、
皆さん、鯨談義に花を咲かせ盛り上がっていました。

 参加者は、「毎年このくじらゼミが楽しみ。専門家の話が聞
ける講義も興味深く、学びがあり、鯨料理も美味しい。今後も
続けて欲しい。」と感想を述べていました。

水かけまつり

※水鉄砲を持参ください♪

日頃のストレスを吹っ飛ばせ！
暑い夏を涼しく楽しもう！

和田町下三原３６０番地１

なみはらくじらパークに消防車やパトカー、白バイなどがやってくる！
水鉄砲を使った水かけまつりもあるよ♪

縁日・キッチンカー・飲食屋台
企業ブースなどもあり

前回6/28（土）のイベントの様子



「内郷やぐら群」保全活動実施しました
 歴史の郷へ応援団三原では、昨年に続き小川区にある「内郷や
ぐら群」の保全作業を行いました。やぐらは鎌倉を中心とした地域
に多くみられ中世武士階級の墳墓、供養施設であり鎌倉文化と房
総が強いつながりを持っていたとされる重要な史跡と言われてい
ます。また三原川支流の沢又川を挟んだ対岸には、とうしろ台城跡
もあります。当日は暑い中でしたが、会員で枯れ葉や木枝の除去、
竹や雑草などの刈払い作業を行いました。

 歴史の郷へ応援団三原では、セミナーなど地域の誇れる歴史、
史跡の発信活動とともに、こうした史跡保全活動にも力を入れ活
動しています。

「花」と「くじら」絵画コンクール開催
和田町の伝統的産業「花」と「くじら」をテーマとした絵画コンクール

が下記のとおり開催されます。皆さんのご応募、お待ちしています。

● 募集期間 ８月１日（金）～９月１２日（金）
● 展示期間 １０月２３日（木）～１１月５日（水）
● 展示会場 和田コミュニティセンター
● 対象者  小学生以上
● テーマ 「花」・「くじら」両方描いても、どちらか一方でも結構です。
● 内 容 四つ切か八つ切の画用紙。絵具、クレヨンなど画材は自由。お一人様１点まで。
● 主 催 チーム花鯨
● 応募・問合せ先 南房総市和田町仁我浦２０６  和田地域センター 市民協働 ４７－３４２７

親の会 「だいじょうぶ」なごみ うたごえ仲間

●日   時  ８月24日（日） １３：３０～１4：3０
●場  所  和田コミュニティセンター１階 喫茶室
●参加費  ２００円 飲み物は各自で持参ください
●講   師   栗山貴成さん・洋子さん

●問合せ  080-5545-8315(岡田） ※予約不要

●日   時  9月28日（日） １３：３０～１5：3０
●場  所  地域福祉センター「やすらぎ」
●対  象   学校が苦手な子どもの

 保護者
●内  容   みんなでお話会
●参加費  無料

みんなで一緒に楽しく歌いましょう♪

申
込
先

子ども絵画教室が開催されました
 「花」と「くじら」絵画コンクールに先駆け企画された「子ども絵画教室」がチーム花鯨主催により、
８月１日（金）、２日（土）に和田コミュニティセンターで開催されました。 

 和田町在住のアーティスト、山口マオさんとクリシュナ智子さんを講師に迎え、市内６校の小学
校より３３名の子ども達が参加しました。 今年で開催３回目となるこの教室も、お二人の丁寧な
指導が人気で、毎年多くの子ども達が参加しています。教室に参加した、嶺南小学校４年の押元友
悟君は、「先生に教えてもらった方法
で描いてみたら、いい絵が描けまし
た。」と、仕上がりに満足そうでした。

 講師の山口さんとクリシュナさん
は「子ども達は、意欲的に参加して
くる子が多く、それぞれの個性を発
揮し、のびのびと描いている。少し 
のアドバイスで、さらに素晴らしい作
品となり、私達もやりがいを感じま
す。」と感想を述べていました。
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